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上球磨消防組合発足50周年

　　この度、上球磨消防組合は発足 50 周年を迎えました。これまで地域住民の皆様この度、上球磨消防組合は発足 50 周年を迎えました。これまで地域住民の皆様
のご理解ご協力のもと消防、救急業務を遂行してまいりました。この節目を機にのご理解ご協力のもと消防、救急業務を遂行してまいりました。この節目を機に
さらに地域住民の生命、身体、財産の保護に努めていきたいと考えています。さらに地域住民の生命、身体、財産の保護に努めていきたいと考えています。
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こ
の
度
、
上
球
磨
消
防
組
合
は
、
昭
和
49
年
の
常
備
消
防
発
足
50
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
消
防
行
政
の
発
展
に
大
き
く

ご
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
発
足
当
時
は
、
１
本
部
１
署
職
員
35
名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
組
織
も
、

現
在
は
１
本
部
１
署
１
分
署
68
名
体
制
の
組
織
と
な
り
、
消
防
力
の
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
近
年
の
災
害
状
況
は
、
大
規
模
地
震
を
は
じ
め
、
局
地
的
集
中
豪
雨
に
よ

る
水
災
害
や
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
頻
発
し
て
お
り
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
消
防
に
寄
せ
る
期
待
や
信

頼
度
は
大
き
く
、消
防
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

常
備
消
防
発
足
50
周
年
を
迎
え
、
消
防
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
成
果
と
教

訓
を
基
に
、
今
後
も
住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
消
防
団
を
含
め
た
消
防
関

係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て
、
各
種
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
体
制
の
強

化
、
活
動
体
制
の
整
備
、
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
対
応
し
た
予
防
対
策
等
の

推
進
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
最
善
の
努
力
を
続
け
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
今
日
ま
で
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
地
域
住
民
の

皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
の
地
が

明
る
く
豊
か
で
住
み
よ
い
上
球
磨
地
域

と
な
り
ま
す
よ
う
、
今
後
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

上
球
磨
消
防
組
合
が
発
足

上
球
磨
消
防
組
合
が
発
足
５０５０
周
年
を
迎
え
ま
し
た

周
年
を
迎
え
ま
し
た中嶽弘継組合長

　
こ
の
度
、
上
球
磨
消
防
組
合
が
発
足
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
49
年
に
上
球
磨
８
か
町
村
の
消
防
、
防
災
、
救
急
業
務
の
拠
点
と
し

て
発
足
し
た
当
組
合
も
50
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
、
地
域
住
民
の
生
命
財
産

を
守
り
「
安
全
安
心
の
地
域
づ
く
り
」
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
職
員
の
皆
様
の
努
力
と
、
関
係
各
位
及
び
地
域
住
民
の
方
々
の
ご

協
力
、
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
当
組
合
は
平
成
18
年
に
東
分
署
を
開
署
、
令
和
２
年
に
は
消
防
庁

舎
が
完
成
し
、
消
防
力
強
化
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年

の
異
常
気
象
に
よ
る
豪
雨
災
害
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
な
ど
、

消
防
の
果
た
す
役
割
は
重
大
で
あ
り
ま
す
。
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、こ
の
50
周
年
の
節
目
の
年
を
契
機
と
し
て
そ
の
重
大
さ
を
再
認
識
さ
れ
、

地
域
住
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
に
尚
一
層
精
進
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
当
組
合
議
会
も
消
防
の
担
う

重
要
性
を
認
識
し
、
政
策
提
言
、
議
論

を
重
ね
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
関
係
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

米本宗徳議長

組組  
合合  

長長  

挨挨  

拶拶

議議    

長長    

挨挨    

拶拶
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年 月 消防組合の沿革

H6 救急救命東京研修所入校1名（第6期）
※上球磨消防初の救急救命士養成

6 宮崎県椎葉村、水上村及び上球磨消防組合に
おいて、火災及び救急業務相互応援協定締結

上球磨消防組合20周年記念式典

H7 3 消防緊急指令装置Ⅰ型設置

H9
宮崎県西米良村、水上村・湯前町・多良木町
及び上球磨消防組合において、火災・救急
業務相互応援協定締結

H13 熊本県防災消防航空隊へ初の派遣

H16 11 消防組合実働30周年記念大会

H18 4 熊本県消防学校教官として初の派遣

10 東分署開署式

H21 3 消防指令システム整備事業落成

通信課事務室改修工事竣工完成

H23 緊急消防援助隊（東日本大震災）

H24 熊本県ドクターヘリ運航開始

九州北部豪雨緊急消防援助隊派遣

H27 12 デジタル無線運用開始

H28 熊本県消防相互応援協定（熊本地震）

H29 緊急消防援助隊（九州北部豪雨）

令和
元年 8 緊急消防援助隊（令和元年佐賀豪雨）

11 新庁舎供用開始式

消防・救急デジタル無線設備移設事業等
完成検査

高機能消防指令システム整備及び

R2 7 熊本県消防相互応援協定（令和2年7月豪雨）

R3 4 消防庁舎総合落成式

R5 4 職員3名採用初任科3名入校（第68期）
職員数：66名

年 月 消防組合の沿革

昭和
48年 6 上球磨消防組合設立委員会

10 政令指定申請

S49 2 消防組合設立知事認可

4 上球磨消防組合設立

消防本部発足
旧多良木高等学校跡地仮事務所設置

職員14名採用　初任科5名入校（第15期）

6 初代消防長に赤池末夫氏就任

7 職員21名採用初任科21名入校（第16期）

9 消防庁舎落成
消防無線基地局1・移動局6開局

10 消防業務実働開始

S54 8 庁舎増築工事落成

S55 8 一斉指令及びテレフォンサービス装置導入

S59 9 上球磨消防組合発足10周年記念式典
（消防署・消防団連合会運動会）

10 第１回幼年消防大会を実施（平成元年まで毎年開催）

S61 4
消防救急業務相互応援協定締結
（宮崎県小林市、えびの市、須木村及び西諸広域消
防組合と多良木町、上村及び上球磨消防組合）

S62 10 庁舎増築工事、通信機器移設工事完成

町村防災行政無線非常通報システム
工事完成

11 免田町防災行政無線非常通報システム運用開始

S63 3 岡原村、須恵村防災行政無線非常通報
システム運用開始

4 深田村防災行政無線非常通報システム
運用開始

5 上村防災行政無線非常通報システム
運用開始

平成
元年 7 湯前町防災行政無線非常通報システム

運用開始

H2 2 水上村防災行政無線非常通報システム
運用開始

H3 交代制勤務を二部制から三部制へ移行

上球磨消防組合発足 50周年記念誌を発刊します。
内容は以下のＵＲＬからご覧ください。
https://www.kmkm119.jp/
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令
和
６
年
８
月
23
日
、

千
葉
県
消
防
学
校
（
市
原

市
）
で
第
52
回
全
国
消
防

救
助
技
術
大
会
陸
上
の
部
、

千
葉
県
国
際
総
合
水
泳
場

（
習
志
野
市
）
で
同
水
上
の

部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

陸
上
の
部
の
ほ
ふ
く
救

出
に
尾
方
隊
員
チ
ー
ム（
尾

方
康
介
消
防
副
士
長
、
渡

邉
久
晃
消
防
士
長
、
谷
脇

青
空
消
防
士
）、
水
上
の
部

の
複
合
検
索
に
郷
崚
太
消

防
士
長
、
溺
者
救
助
に
永

岡
隊
員
チ
ー
ム
（
永
岡
熙

消
防
士
長
、
永
田
幸
太
郎

消
防
副
士
長
、
田
澤
太
我

消
防
士
）
が
そ
れ
ぞ
れ
出

場
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
陸
上
の
部
、

水
上
の
部
同
時
に
出
場
す

る
の
は
上
球
磨
消
防
組
合

発
足
50
年
で
初
め
て
の
こ

と
に
な
り
ま
す
。
出
場
し

た
３
種
目
と
も
好
タ
イ
ム

で
入
賞
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

全国消防救助技術大会水上の部
溺者救助（永岡消防士長、永田消防副士長、田澤消防士）
複合検索（郷消防士長）

全国消防救助技術大会陸上の部ほふく救出
（渡邉消防士長、尾方消防副士長、谷脇消防士）

ほふく救出（渡邉消防士長、谷脇消防士、尾方消防副士長）

溺者救助（永岡消防士長、田澤消防士、永田消防副士長）

複合検索（郷消防士長）

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
・
九
州
大
会
入
賞
！
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ま
た
、令
和
６
年
７
月
19
日
、福
岡
県
消
防
学
校（
嘉

麻
市
）
で
開
催
さ
れ
た
第
52
回
九
州
地
区
消
防
救
助

技
術
指
導
会
に
お
い
て
、
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
に

城
本
隊
員
チ
ー
ム
（
城
本
剛
希
消
防
士
長
、
村
田
享

謙
消
防
士
長
、
村
山
尚
瞳
消
防
士
長
、
柳
本
真
之
介

消
防
士
長
）
が
熊
本
県
大
会
を
ト
ッ
プ
で
通
過
し
、

出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
が
各
大
会
ま
で
に
錬
成
し
培
っ

た
技
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
消
防
活
動
で
も
遺
憾
な

く
発
揮
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

消防救助技術指導会
ロープブリッジ救出（城本消防士長、村田消防士長、村山消防士長、柳本消防士長）

全国消防救助技術大会、閉会式の様子
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消防本部ダイヤルイン番号について

消防本部代表電話への音声案内の導入について

　人吉球磨消防指令センターの試験運用が令和６年 12 月 17 日から開始されます。これまでの 
代表電話（４２－３１８１）は、対応しておりました通信指令課員が指令センター派遣となり、
１１９番受付に専念するため、ガイダンスを流し担当課をご案内することになりました。これ
までよりお待たせする時間が長くなる恐れもありますので、各課直通の ダイヤルイン をご利
用ください。

　令和６年 12 月 10 日から、代表番号（４２－３１８１）に電話すると音声案内が流れます。

 火災、救急、救助など緊急通報は１１９番へおかけください。 

 平日８：３０～１７：１５ 
・音声案内に従って希望の番号と＃を押してください。
・音声の途中でも下記の番号を押せます。押さなかった場合は転送先の職員が応答します。
１＃（総務課）　２＃（警防課）　３＃（予防課）　４＃（消防課）　５＃（その他問い合わせ）
　　※　１１９番は緊急通報専用電話です。適正利用をお願いいたします。
　　※　消防署へのお問い合わせ、相談は音声案内に従ってください。

電　話　番　号 ファックス番号

消防本部

総務課　0966 ｰ 42 ｰ 3191

0966 ｰ 42 ｰ 2547警防課　0966 ｰ 42 ｰ 3183

予防課　0966 ｰ 42 ｰ 3184

通信指令課へは人吉球磨消防指令センタｰへおかけください。

消 防 署
消防課　0966 ｰ 42 ｰ 3189 0966 ｰ 42 ｰ 4335

東分署　0966 ｰ 47 ｰ 8119 0966 ｰ 47 ｰ 8120

人吉球磨消防指令センター 0966 ｰ 42 ｰ 9119 0966 ｰ 42 ｰ 9120
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スマートフォンから自動で緊急通報を発信する機能について

● 119 番通報を受けた消防機関では、通報者から通報内容を確
認できない場合、「誤報」か通報者が電話の繋がった状態で意
識を失ったのかどうか、判断ができません。

●救急車または消防車の必要性を確認するため、発信元に折り
返し電話をすることや、119 番通報がされた際に共有される
位置情報を基に、発信場所付近に消防車両で向かい、倒れて
いる人がいないかなど通報者の捜索を行うことがあります。

救急車などが必要ないのに 119 番が発信さ
れたときは？
救急車などが必要ないのに 119 番が発信さ
れた場合、電話を切らずに「間違えた」と
お伝えください。

折り返し電話があったときは？

必ず電話に出て救急車や消防車が必要かど
うかをお伝えください。

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
ず
に

来
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？

 

質
問 

１
１
９
通
報
で
救
急
車
を
要
請

さ
れ
る
際
に
「
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
さ
ず
に
来
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
こ
と
を
話
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？

 

回
答 

道
路
交
通
法
上
、
緊
急
車
両
は
サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

参
考 　
緊
急
自
動
車
の
要
件
（
道
路
交
通
法
第
39

条
第
１
項
、
道
路
交
通
法
施
行
令
第
13
条
、
第
14
条

か
ら
要
約
）

　
緊
急
自
動
車
は
「
公
安
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た

車
両
で
、
当
該
緊
急
用
務
の
た
め
運
転
中
の
も
の
を

い
い
、
運
転
中
に
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
赤
色
の

警
光
灯
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
サ
イ
レ
ン
を
止
め
る
と
緊

急
自
動
車
の
要
件
に
あ
て
は
ま
ら
な
く
な
り
、
一
般

道
路
上
で
緊
急
自
動
車
の
特
例
等
の
適
用
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　スマートフォンやスマートウォッチには、激しい
衝撃を受けた時に自動的に 119 番を発信する機能が
搭載されているものがあります。
　激しい衝撃が加わった時以外にも、状況によっては、
119 番に発信されることがあります。

自動で119番に発信する機能が作動したときは？
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令
和
６
年
度
の
養
成
計
画
に
よ

り
、
宮
原
秀
喜
救
急
救
命
士
の
処

置
拡
大
２
項
目
及
び
気
管
挿
管
の

実
習
が
修
了
し
、
熊
本
県
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
よ
り

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
本
部
の
認
定
救
急
救
命
士
数

は
、
処
置
拡
大
２
項
目
有
資
格
者

20
名
、
気
管
挿
管
有
資
格
者
21
名

と
な
り
ま
し
た
。
更
な
る
救
命
率

の
向
上
に
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
認
定
に
か
か
る
要
件
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

 

処
置
拡
大
２
項
目
認
定
救
急
救
命
士 

（
要
件
：
球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
の
救
急
担
当
医
指
導
の
下
、
静
脈
路

確
保
及
び
薬
剤
投
与
を
実
施
し
医
師
の
合
格
評
価
を
受
け
る
）

※
処
置
拡
大
２
項
目
と
は

①
大
量
出
血
、
脱
水
等
に
よ
る
意
識
状
態
悪
化
や
低
血
圧
傷
病
者
に
対
す

る
点
滴
処
置

②
低
血
糖
傷
病
者
へ
の
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
投
与

 

気
管
挿
管
認
定
救
急
救
命
士 

（
要
件
：
実
習
先
病
院
の
麻
酔
科
医
指
導
の
下
、
気
管
挿
管
を
30
症
例
以

上
成
功
さ
せ
る
）

　
令
和
６
年
７
月
４
日
（
木
）
に
、
熊
本
県

内
の
救
急
隊
員
が
参
加
し
た
第
80
回
熊
本

県
救
急
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
救
急
隊
員
へ
の
教
育
を

目
的
と
し
、
県
内
12
消
防
本
部
に
よ
る
輪

番
制
で
年
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
本

部
主
催
は
、
令
和
２
年
の
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
に
よ
る
中
止
を
は
さ
み
８
年
ぶ
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
、
各
参
加
者
は

所
属
先
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
メ

イ
ン
テ
ー
マ
を
「
心
肺
蘇
生
誘
発
性
意
識

（
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）
に
つ
い
て
」
と
し
、
熊
本

大
学
病
院
の
田
中
拓
道
先
生
か
ら
の
基
調

講
演
、
救
急
隊
に
よ
る
症
例
発
表
及
び
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
救
急
専
門
医
や
救
急

隊
員
で
も
対
応
数
が
少
な
い
稀
な
症
例
が

テ
ー
マ
で
あ
り
、
救
命
率
向
上
に
つ
な
が

る
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

※
心
肺
蘇
生
誘
発
性
意
識
と
は
…
心
肺
停

止
状
態
の
傷
病
者
が
、
心
肺
蘇
生
中
に

意
識
が
一
時
的
に
回
復
し
開
眼
や
発
語
、

体
動
等
の
反
応
が
出
現
す
る
状
態

認
定
救
急
救
命
士
養
成
報
告

熊
本
県
救
急
教
育
セ
ミ
ナ
ー
開
催

気管挿管実施中の宮原消防士長

オンライン開催の様子
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万
が
一
、
火
が
出
て
し
ま
っ
た
場

合
、
消
火
器
を
使
用
し
た
初
期
消
火

が
大
変
有
効
で
す
。
消
防
庁
の
デ
ー

タ
（
平
成
３
年
中
）
に
よ
る
と
、
初

期
消
火
で
消
火
器
を
使
用
し
た
場
合
、

成
功
率
は
７
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

※
個
人
の
住
宅
に
お
い
て
、
住
宅
用
消

火
器
の
設
置
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
住
宅
用
消
火
器
は
種
類
も
豊
富
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
扱
い
易
い
。

　

設
置
場
所
は
主
に
台
所
（
火
気
を

使
う
と
こ
ろ
）。

●
５
年
で
交
換
推
奨
（
業
務
用
は
10

年
で
交
換
）。

●
廃
棄
す
る
際
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
（
有
料
、
地
域
で
料
金
が
異

な
る
）
な
の
で
業
者
に
渡
す
。

●
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
す
る（
８

日
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
可
能
）。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
後
「
住

警
器
」）
を
設
置
す
る
こ
と
で
死
者

数
や
損
害
額
が
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。

消
防
庁
が
、
平
成
28
年
か
ら
平
成
30

年
ま
で
の
３
年
間
に
効
果
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
死
者
数
、
焼
損
面
積
、
損
害

額
が
お
お
む
ね
半
減
し
て
い
ま
し
た
。

●
取
付
場
所
は
、
寝
室
、
階
段
（
寝

室
が
あ
る
階
の
階
段
上
部
の
天
井

ま
た
は
壁
に
設
置
）。

●
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う

（
電
池
切
れ
や
故
障
の
と
き
も
、

機
種
に
よ
り
ま
す
が
、
ピ
ッ
ピ
ッ
と

音
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
）。

●
住
警
器
を
設
置
し
て
、
10
年
近
く

経
過
し
て
い
る
場
合
、
動
作
の
テ
ス

ト
を
し
ま
し
ょ
う
。
住
警
器
の
ボ
タ

ン
を
押
す
か
、
引
き
ひ
も
を
引
く
。

正
常
か
異
常
の
音
が
鳴
り
ま
す
。

住
宅
用
消
火
器
の
設
置
を
お
す
す
め
し
ま
す

住
宅
用
消
火
器
の
設
置
を
お
す
す
め
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す

第
24
回
上
球
磨
地
域
幼
年
消
防
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

　　
こ
の
大
会
は
、
幼
年
期
に
お
け
る
防
火
意
識
の
高
揚
と
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
員
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
深
め
る
た
め
と
と
も
に
、
地
域
の

防
火
・
防
災
の
安
全
確
保
、
家
庭
内
に
お
け
る
火
災
予
防
及
び
防
火

思
想
の
普
及
向
上
を
目
的
と
し
て
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
運
動
期
間

に
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
上
球
磨
消
防
本
部
管
内
の
19
ク
ラ
ブ（
２
６
５
名
）と
関
係
者
併
せ

て
６
０
０
名
弱
が
参
加
し
て
盛
会
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
開
会
式
で
は
、
光
台
寺
保
育
園
11
名
の
大
き
な
元
気
溢
れ

る
言
葉
で
開
会
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
む
つ
み
保
育
園
の
通
常
点
検

披
露
、
慈
光
こ
ど
も
園
に
よ
る

ダ
ン
ス
披
露
、
ま
こ
と
保
育
園・

あ
さ
ぎ
り
こ
ど
も
園
に
よ
る
和

太
鼓
披
露
、
閉
会
の
言
葉
を
あ

お
ぞ
ら
こ
ど
も
園
が
行
い
、
保

護
者
や
見
学
者
か
ら
大
き
な
拍

手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

式
典
終
了
後
、
会
場
に
設
定
さ

れ
た
ミ
ニ
消
防
車
試
乗
や
煙
体

験
、
消
防
車
救
急
車
の
説
明
、

防
火
ビ
デ
オ
上
映
、
消
防
車
と

の
綱
引
き
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業

（
＃
７
１
１
９
）

夜
間
の
急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
医

療
機
関
に
行
く
か
迷
う
時
な
ど
、

お
気
軽
に
＃
７
１
１
９
に
お
電

話
下
さ
い
。

広
報
  し

ょ
う
ぼ
う
上
球
磨

令
和

７
年

１
月

発
行

 N
O

.10
0

発
行

/上
球

磨
消

防
組

合
消

防
本

部
  h

ttp
s
://w

w
w

.k
m

k
m

119
.jp

  〒
8
6
8
-0

5
0
1　

熊
本

県
球

磨
郡

多
良

木
町

大
字

多
良

木
3
14

6
-1

総
務
課
 42-3191・

警
防
課
 42-3183

予
防
課
 42-3184・

消
防
課
 42-3189・

東
分
署
 47-8119

新
人
紹
介

　私が消防士を目指した理由は、知識と
技術を身につけ、人の役に立ちたいと思っ
たからです。
私は今まで地域の皆様に守られて成長す
ることができました。次は、私が地元を
守りたいと思います。
　まだまだ力不足ですが、日頃の訓練を
積み重ね立派な消防士になれるよう頑張
ります。

吉武　虹
こころ

恋松岡　滉
こうだい

大
　「誰かの役に立ちたい」その一心で消防
士を志しました。
　そして、私は救急救命士の資格を取得
したいと考えています。思いやりの心を
持って対応し、私で良かったと安心して
いただけるような隊員になりたいです。
　未熟者ですが精進してまいります。よ
ろしくお願いします。

　
今
回
の
担
当
は

田
澤
太
我
消
防
士

で
、
火
災
防
御
や

救
助
活
動
の
訓
練

に
励
ん
で
い
ま

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は

『
塩
豚
丼
』
で
す
。

塩
加
減
が
ポ
イ
ン

ト
で
、
食
欲
を
そ

そ
り
ま
す
。

消
防
め
し
！


